




























B 18世紀から19世紀のヨ ー ロッパでは ， 貿易の拡大などを経て力をつけたプルジョワジー が

王やfi族に対し抵抗していくようになる。 人々の権利を掲げてアメリカがイギリスの支配から
(c) 

独立するのもこのころであり， そうした動向はヨ ー ロッパにおいてはフランス革命に， そして

その後のナポレオンの大遠征へとつながる。

もっともナポレオンのヨ ー ロッパ遠征も諸国で反感を生んだ。 だがそのナポレオンを打倒し
(d) 

た諸王国も再び新しい支配をもたらし， ヨ ーロッパや植民地諸国ではその後も解放・独立へ向

けた動きは続いた。 ナポレオンの敗北後 ， 王や毀族が再び支配力を強めたヨ ー ロッパ諸国で
(e) 

は ， ナポレオン戦争のような外圧ではなく今度は国の内部において支配附と民衆の対立が激化

していった。

一方， 国民国家が樹立されていなかったイタリアやドイツでは統一国家樹立の動きが進み，
(f) 

両国はヨ ー ロッパを代表する国々へと成長していく。

問4 下線部（ C ）について アメリカの独立前後の状況に関する記述として最も適切なものはどれ

か。次の中から一つ選び その番けをマ ー クしなさい。

回 〇 北アメリカ植民地は， Lくらくn 治権を認められず苦しんだ。 そのことが ， のちに独

立の機運を寓めた。

② 13植民地は ， 1775年の第2回大陸会議で共同してイギリスとの戦争に臨むことを

決定した。

® ィギリスとの戦争開始を決定した植民地側は 当初から完全な独立を求めていた。

＠ 北アメリカは ． 現在のカナダを含めフランスの影評力が強く ， フレンチ＝インデイ

アン戦争でイギリスは， インデイアン諸部族と手を組んだフランスに圧倒された。 こ

れによりイギリスの支配）Jが弱まり ． 北アメリカ植民地の人々は独立へ向かうことが

できた。

問5 下線部(d)について ， 19批紀における諸国民への支配と独立に向けた動きに関する記述と

して最も適切なものはどれか。次の中から一つ選び， その番号をマ ー クしなさい。

固〇 フランス皇帝となったナポレオンは ， 西はイベリア半島を征服し ． 東は辿くロシア

へ遠征して勝利し ， ヨ ー ロッパの東西に広く権力基盤を作ることに成功した。

® ヵリブ湘諸国の独立運動は ， 現在のハイチから始まった。 ハイチでは 現地での利

権を確立していた白人入植者らが本国フランスと対立し， 奴隷としていた焦人を引き

続き弾圧し ， 白人中心の国家を確立することに成功した。

® 南米のスペイン植民地では ， シモン＝ボリバルの活躍によって現在のコロンビア ，

エクアドル， ベネズエラがともに大コロンビアとして独立したが ， のちに分裂した。

④ ポルトガルの植民地だったブラジルは ， 王国である本国に抵抗して共和国として独

立した。
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田辿伝に関する以下の問いに答えなさい。

問1 辿伝子A, B. Cについて 染色体上の位置関係を調べるために以下の交雑を行った。辿

伝子A, B, Cの位置を下図の染色体上のア，イ，ウで表すと， どのようになるか。最も適

切なものを次の中から 一つ選びその番号をマ ー クしなさい。なお，辿伝子 a, b. cはそれ

ぞれ追伝子A, B, Cの対立辿伝子である 。

交雑の組合せ 生じた子の表現型の分離比

AaBb x aabb [AB] : [Ab] : [aB] : [ab] = 94 : 30 : 25 : 71 

BbCc x bbcc [BC] : [Be] : [bC] : [be] = 126 : 21 : 24 : 124

AaCc x aacc [AC] : [Ac] : [aC] : [ac] = 177 : 22 : 18 : 183

ア ィ ゥ

ア イ ウ

困 0A B C 

® A C B 

® B A C 

@ B C A 

® c A B 

® c B A 

問2 ある生物の2組の辿伝子A(a)とB(b)に注目し(Aとa, Bとbはそれぞれ対立辿伝子

の関係），辿伝子型がAaBbの個体に対して検定交雑を行った。その結果，子の表現型の

分離 比 は[AB] : [Ab] : [aB] : [ab] = 1 : 6 : 6 : 1で あっ た。検定交雑 に用いた辿伝

子型AaBbの個体どうしを交配させた場合，凡の個体の表現型の分離比はどのようになる

か。最も最適なものを次の中から一つ選びその番号をマークしなしなさい。

[AB] : [Ab] : [aB] : [ab] 

[I] (j) 1:6:6:1

@ 9:3:3:1 

@ 1:1:1:1

@ 134 : 13 : 13 : 36 

@ 99 : 48 : 48 : 1 

@ 1: 36: 36: 1 
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問3 対立辿伝子Aとaがあり， A は正常なヘモグロビン辿伝子であり， a は鎌状赤血球投血症

を引き起こ す辿伝子である。 追伝子型が AA の人は投血 になら ない。 Aaの人は軽度 な 役血

になるものの生存には影押しない。 aaの人は役血となり． 生後間も なく死亡する。 一 方

で ，  マラリアの流行地域では， 鎌状赤血球の辿伝子 a を持つと， マラリアの発症が抑えられ

る利点があり， Aaの人はマラリアによる 生存率の低下はないが AA の人は成人になるま

でに約半数がマラリアによって死亡する。

このマラリアの流行地域におい て， ある 世代の出生時における対立辿伝子Aとaの頻度を

それぞれp, q(p+q=l)とすると， この世：代が 成人になった時の各辿伝子型の比はどう

なるか。 また 親世代染団における対立辿伝子Aとa の頻度がそれぞれ0.7,

0.3 であったとすると． 次世代の出生時における各辿伝子の頻度はどうなるか。 最も適切

なものを次の中からそれぞれ一つ選びその番号をマ ー クしなさい。 なお 問題文に記載した

要因以外に染団内の辿伝子構成や辿伝子頻度を変化させる要因はないとする。

国 (1) この世代が成人になった時の各辿伝子型の比
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回(2)次世代の出生時における各辿伝子の頻度
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